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温 暖化 に伴う対流性および非対流性降水の 変化
’
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1．は じめに

　人間活動に伴 う温室効果気体や大気汚染物質の 増加

に伴 い
， 我々 に と っ て 深刻な気候変化が生 じる こ とが

懸念 され て い る．と りわ け， 温暖化 に伴う水資源の 変

動は人類 にと っ て 最も関心の 高い問題の つ で ある．

本研究では
，
21 世紀中盤を対象としたタイム ス ラ イス

実験を行い
， 温暖化に伴 う水循環の 変動 ， なかで も，

対流 性降水および非対流性降水それぞれの 変化につ い

て解析を行っ た結果を報告する．

2．モデル および実験設定

　本研究で用 い た モ デル は CCSRINIES 　AGCM5 ．6

（解像度は T42L20）で ある．モ デ ル における対流性

降水は 予報型 Arakawa ・Schubert 積雲 ノ弋ラ メ タ リ

ゼ ーシ ョ ン （Pan　and 　Randall，1998）か ら， 非対流

性降水は Le 　［fneut　and 　th（1991）に基づ く大規模凝

結ス キ
ーム か ら診断され る．また，大規模凝結コ

ー
ド

にはエ ア ロ ゾ ル に よ る寿命効果 （第2種間接効果）が

導入 され て い る．計算．は現在 （1981〜2000 年）と将

来 （2041〜2060 年）に つ い て行 っ た．現在実験 にお

ける SST は観測値 （HadlSST ）を
， 将来実験で は観

測値に CCSRINIES 　CGCM2 による A2 シナ リオ

実験 （Nozawa　et　aL ，
2001）の温暖化パ ターン を付

加した もの を
，

それぞれ与えた．

3．結果

　図 1 は
， 温暖化に伴 う対流性降水お よび非対流性降

水の 変化を北半球冬季につ い て示す．中部太平洋や イ

ン ド洋北部などの熱帯域で は対流性降水の増加が顕著

で ある．北半球中緯度の 海上 （ス トーム トラ ッ ク付近）

では非対流性の 降水が減少して お り， 泓 爰化に伴 う温

帯低気圧活動や季節内振動の 低下 との 関係が 示唆され

る．北半球冬季高緯度域で は温暖化に より気 量が大 き

く上昇 し大気中の水蒸気量が増加するため，非対流牲

の 降水が著 しく増加 して い る．北半球夏季にお い て は，

中 ・北部太平洋か ら北部ユ ーラ シ ア大陸に かけ広 い 地

域にお い て
， 対流性 の 降水が増加 し， か つ

， 非対流 i生
の 降水が減少 して い る（図 2）。中東か らサヘ ル にかけて

の 地域では どちらの タイプの 降水も北側で増加，南側

で 減少して お り，
こ の 付近の 降水シ ス テ ム を含む大規

模な大気循環系が全体と して 北側へ 移動した こ とを示

して い る．講演で は，より詳細な解析結果に つ い て報

告する予定で ある．
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図 1 ：温暖化に伴う （上段）対流性降水，（下段）非

対流性降水の 変化 北半球冬季平均．
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図 2 ：図 1に同じ．
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